
錦 江 町 農 業 委 員 会 １ １ 月 総 会 議 事 録 

 

○ 開催日時 平成２６年１１月２０日（月） 午後２時００分から 

○ 開催場所 錦江町 庁議室 

○ 出席委員（１９人） 

会長      １番  宿利原勝吉 

代理      ２番  基  岸澄 

委員      ３番  厚ケ瀬博文 

〃       ４番  水流 豊美 

〃       ５番  平原  栄 

〃       ６番  東郷 輝昭 

〃       ７番  毛下 利美 

〃       ８番  寺田 郁哉 

〃       ９番  安水 純一 

〃      １０番  牧原  昇 

〃      １１番  元丸 敏朗 

〃      １２番  鍋  康博 

〃      １３番  徳永 哲朗 

〃      １４番  貫見 和洋 

〃      １５番  畠中 正秋 

〃      １７番  鳥越 秀一 

〃      １８番  樋渡 俊信 

〃      １９番  鈴  一麿 

〃      ２０番  本釜 好子 

 

欠席委員   １６番  黒瀬  正 

 

事務局職員  事務局長 窪 和人  書記 折久木まり子  書記 中野好太郎 

  



 

○議事日程 

 １、開会 

 

 ２、農業委員憲章朗読 

 

 ３、会長あいさつ 

 

 ４、議 事 

 

  第１ 議事録署名委員の指名 

 

  第２ 会務報告 

 

  第３ 附議事項 

 

     議案第２４号  農地法第３条許可申請について 

 

     議案第２５号  農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利 

             用集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について 

 

     議案第２６号  農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利 

             用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について 

          

  



議 長  只今より平成２６年度１１月錦江町農業委員会総会の議事を開会いたします。 

 本日の総会は黒瀬委員から欠席の届け出がありましたが、委員２０名中１９名

の出席で定足数に達しており、錦江町農業委員会会議規則第８条の規定により、

総会は成立していることをお知らせします。 

それでは、錦江町農業委員会会議規則第２３条第２項の規定により、本日の会

議録署名委員に １０番 牧原委員と １１番 元丸委員を指名いたしますので、よ

ろしくお願いします。 

 

議 長 次に、会務報告についてを議題とします。 

事務局から報告と説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは会務報告をいたします。 

１１月５日から７日にかけて、農業委員の先進地研修で、荒尾市農業委員会と

福岡のラピュタファームを研修しております。 

９日、いきいき秋まつりが開催されました。 

１２日、３条申請にかかる現地調査を事務局において実施しております。 

１３日から１４日にかけて、大隅地域農業委員会連絡協議会の先進地研修が実

施され、会長と私が参加いたしました。福岡県の八女市松尾地区に松尾百笑村銘

打って、村づくりに頑張っていらっしゃる地区と糸島市にあります福ふくの里と

いう直売所について研修して参りました。 

１７日から１８日にかけて、県農業者年金協議会研修視察がありまして、各受

給者会の会長と中野君の方で参加を致しております。 

１９日、第２回肝属地域農政改良普及事業協議会幹事会が開催されまして、２

６年度の事業の進捗状況及び２７年度の負担金について審議をされました。 

２０日が定例総会でございます。 

以上です。 

 

議 長 只今の会務報告について、質問はありませんか。 

 

全委員 （発言なし） 

 

議 長 無いようですので、以上で会務報告を終わります。 

それでは附議事項に入ります。 

 

議 長 「議案第２４号 農地法第３条許可申請について」を議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 



事務局 それでは、議案第２４号 農地法第３条許可申請についてを説明いたします。 

受付番号２号の譲渡人はＭ・Ｍさん、Ｈ自治会在住の方です。一方、譲受人は

Ｍ・Ａさん、Ｏ・Ｋ自治会在住の方です。この申請は親子間の贈与による所有権

移転となっています。 

申請地は、田代川原字西ノ迫２，２３２番、地目は畑、地籍は１，５０７㎡、 

次が、田代川原字西ノ迫２，２３３番、地目は畑、地籍は１，６７５㎡、次が、

田代川原字辺志切２，２３７番、地目は畑、地籍は１，７６９㎡、次が、田代川

原字辺志切２，２３９番、地目は畑、地籍は２，４７８㎡で、４筆の合計は７，

４２９㎡となっています。 

Ｍ・Ａさんの経営状況は、世帯員２名、労働力２名、小作地２８，００３㎡と

なっています。 

受付番号２号の担当調査員は、１４番 貫見委員です。 

 

次に受付番号３号について説明いたします。 

受付番号３号の譲渡人は、Ｏ・Ｔさん、Ｋ・Ｋ自治会在住の方です。一方、譲

受人は、Ｏ・Ｋさん、Ｋ・Ｋ自治会在住の方です。この申請についても親子間の

贈与による所有権移転となっています。申請地は、神川字長次郎瀧ノ下２，４１

６番２、地目は田、地籍は４１㎡、次が、神川字長次郎瀧ノ下２，４１７番２、

地目は田、地籍は３２０㎡、次が、神川字岩下２９２３番、地目は田、地籍は２

７８㎡、次が、神川字岩下２９２４番、地目は田、地籍は１，０１５㎡、次が、

神川字寺ノ上４，８６５番２、地目は畑、地籍は９９９㎡、次が、神川字丸尾７，

３８３番３、地目は畑、地籍は２，５６７㎡で、６筆の合計は５，２２０㎡とな

っています。 

Ｏ・Ｋさんの経営状況は、世帯員４名、労働力２名、小作地８，８３３㎡とな

っています。 

受付番号３号の担当調査員は、１３番 徳永委員です。 

 

次に受付番号４号について説明いたします。 

受付番号４号の譲渡人はＩ・Ｍさん、Ｋ県在住の方です。一方、譲受人はＵ・

Ｈさん、Ｔ自治会在住の方です。この申請は売買による所有権移転となっていま

す。申請地は神川字廣瀬ノ上８８３番２、地目は畑、地籍は２５２㎡となってい

ます。Ｕ・Ｈさんの経営状況は、世帯員４名、労働力４名、自作地１３，８１３

㎡となっています。 

受付番号４号の担当調査員は、１０番 牧原委員です。 

以上です。 

 

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、順次、担当調査員の調査報告をお願

いいたします。 



先ず、受付番号２号についてを１４番 貫見委員お願いします。 

 

１４番 

貫見委員 

ご報告いたします。 

受付番号２番のＭ・ＴさんとＭ・Ａさんは親子関係でございます。これは生前

贈与ということで問題は無いかと思いますが、よろしくお願いいたします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号３号について、１３番 徳永委員お願いいたします。 

 

１３番 

徳永委員 

はい。Ｏ・Ｔさん、Ｏ・Ｋさんは親子です。Ｋさんは４年前に会社勤めを辞め

て帰ってこられて、その後ずっと一緒に、Ｔさんと一緒に農業をしておられます。

生前贈与ですので何ら問題は無いと思います。管理の方も良くされておりますの

で、審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号４号について、１０番 牧原委員お願いいたします。 

 

１０番 

牧原委員 

ご報告します。この土地はですね。前回というよりはもう何年も前になるんで

すが、この隣接地、隣がＵ・Ｈさんのお父さんがＩ・Ｍさんから買われまして、

この土地も同時に買われたということなんですが、この土地の分だけが名義が未

だ変わっていないということで今回上げられたということです。先ほど売買とい

う形でご報告がありましたが、前の分に全部一緒に含んでの売買だったらしく

て、本人のＵ・Ｈさんも値段については分からないということで、当時名義変更

をしておけば良かったんでしょうけれども、この分だけ名義変更がして無くてＩ

さんの方から名義変更がしてないということで、今回３条で上がって来た次第で

す。何ら問題は無いと思います。よろしくお願いします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただ今、各担当調査委員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

１９番 

鈴 委員 

確認ですけれども、２号と３号、小作地の内の今のこの面積をば相続というこ

とで理解していいんですか。 

 

事務局 ２号、３号とも農業者年金で、親子間の利用権を結んでいらっしゃる。その中

のそれぞれの一部贈与ということです。 

 

１９番 

鈴 委員 

だから小作地の中の一部ということで、理解して良いんですね。 



事務局 そうです。 

議 長 他にありませんか。 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます、 

これから、「議案第２４号 農地法第３条許可申請について」を採決します。 

議案第２４号については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２４号については原案のとおり許可することに決定し

ました。 

 

議 長 次に「議案第２５号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による 

農用地利用集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について」を議題と

します。説明をお願いします。                                                                                                                             

 

事務局 それでは、議案第２５号について説明いたします。 

受付番号５号の譲渡人は、公益財団法人 鹿児島県地域振興公社です。 

申請地は城元字池ノ尾４，６２０番４、地目は畑、地籍は２，０３４㎡、次が、

城元字池ノ尾４，６２０番５、地目は畑、地籍は２，６４０㎡で、２筆の合計は

４，６７４㎡となっています。一方、譲受人は、Ｋ・Ｔさん、Ｋ自治会在住の方

です。経営状況は、世帯員５名、労働力３名、自作地３８，１５８㎡、小作地２

８，６０４㎡となっています。 

この件につきましては、５月に県地域振興公社が農地中間管理事業の特例事業

により取得した土地でございますが、Ｋ・Ｔさんが３年後の取得を予定されてお

りましたけれども、今回前倒しをして取得されるということでの申請でございま

す。 

以上です。 

 

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当調査員の説明をお願いします。 

９番 安水委員、お願いします。 

 

９ 番 

安水委員 

報告いたします。譲受人のＫ・Ｔさんにおきましては、池田地区でも農業に対

して大変真面目に取り組んでおられる方で、何ら問題は無いかと思いますので、



よろしくお願いいたします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただ今、担当調査委員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第２５号を採決します。 

議案第２５号については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２５号については、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 次に「議案第２６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による 

農用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」を議題と

します。 

お諮りします。 

会議資料のとおり、今回は６５筆の利用集積計画について審議しなければなり

ませんので、事務局の説明と担当調査員の報告、質疑を７回に分けて行い、その

都度議決したいと思いますが、ご異議ありませんか。                                                                                                                             

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

それでは、議案第２６号のうち、受付番号２０８号から２１９号までを議題と 

します。 事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは、議案第２６号のうち、受付番号２０８号から２１９号までを説明い 

たします。 

 まず、受付番号２０８号の貸し人はＩ・Ｓさん、Ｋ市在住の方です。 

 申請地は、神川字曲迫４，８８５番１、地目は畑、地籍は１，４５２㎡です。 

 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成３１年１２月１４日までで、小作

料金は１０，０００円となっています。 借り人は、Ｎ・Ｋさん、Ｋ自治会在住

の方です。 経営状況は、世帯員３名、従事者２名、雇用が１人で３００日、自

作地６６，９５６㎡、小作地１１，００８㎡で、花木を主体とした経営をされて



います。 労働従事日数は３００日で、機械の所有状況は、トラック５台、ビー

バー２台、トラクター、耕運機、動噴、摘採機各１台となっています。 

次の受付番号２０９号の貸し人はＨ・Ｙさん、Ｏ府在住の方です。 

 申請地は神川字西道原一４，０３９番、地目は畑、地籍は３，１２０㎡です。 

 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成２９年１２月１４日までで、小作

料金は１５，０００円となっています。 借り人は、Ｓ・Ｍさん、Ｓ自治会在住

の方です。 経営状況は、世帯員２名、従事者２名、自作地８，１２７㎡、小作

地４１，５４８㎡で、肉用牛を主体とした経営をされています。 農業従事日数

は３００日で、農業機械の所有状況は、トラクター、軽トラック、耕運機、ハー

ベスター各１台となっています。 

 受付番号２０８号、２０９号の担当調査員は、４番 水流委員です。 

次の受付番号２１０号の貸し人はＳ・Ｔさん、Ｋ自治会在住の方です。 

 申請地は馬場字木原ノ上１，９９０番１、地目は田、地籍は２，３６１㎡です。 

 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成３１年１２月１４日までで、小作

料金は米（籾）３０ｋｇで１５俵となっています。 借り人は、株式会社Ｔ・Ｆ

さん、Ｋ自治会に拠点を置く法人です。 経営状況は、構成員２名、従事者２名、

雇用が２４人、自作地３００㎡、小作地５８，５１７㎡で、野菜、水稲を主体と

した経営をされています。農業機械の所有状況は、トラック・車両を含めまして

１１台、トラクター３台、乗用管理機２台、田植機、コンバインが各１台となっ

ています。 

次の受付番号２１１号の貸し人はＹ・Ｋさん、Ｔ自治会在住の方です。 

 申請地は馬場字芝山４７４番１、地目は田、地籍は６６２㎡です。貸付期間は

平成２６年１２月１５日から平成２９年１２月１４日までで、小作料金は２０，

０００円となっています。借り人は、受付番号２１０号と同じ株式会社Ｔ・Ｆさ

んです。 

次の受付番号２１２号から２１５号の貸し人はＵ・Ｈさん、Ｋ市在住の方です。 

 申請地は、２１２号が馬場字田ノ神後１，６７７番、地目は田、地籍は１，０

８８㎡、２１３号が馬場字田ノ神後１，６７８番１、地目は田、地籍は７５７㎡、

２１４号が馬場字田ノ神後１，６７８番２、地目は田、地籍は５２０㎡、２１５

号が馬場字田ノ神後１，６７８番３、地目は田、地籍は３５７㎡で、４筆の合計

が２，７２２㎡となっています。 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成

３１年１２月１４日までで、小作料金は１００，０００円となっています。 

借り人は、受付番号２１０号と同じ株式会社Ｔ・Ｆさんです。 

次の受付番号２１６号、２１７号の貸し人はＭ・Ｋさん、鳥浜自治会在住の方

です。 

 申請地は、２１６号が馬場字山ノ口下町１，２４６番１、地目は田、地籍は１

８７４㎡、２１７号が馬場字山ノ口下町１，２４６番４、地目は田、地籍は１７

４４㎡で、２筆の合計が３，６１８㎡となっています。 



 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成２９年１２月１４日までで、小作

料金は、２１６号が４０，０００円、２１７号が米（籾）３００ｋｇとなってい

ます。 

借り人は、Ｏ・Ｍさん、Ｙ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員５名、従事者２名、自作地１，４２１㎡、小作地３，６１

８㎡で、水稲を主体とした経営をされています。 

 農業従事日数は２８０日で、農業機械の所有状況は、トラクター２台、軽トラ

ック、管理機、田植機各１台となっています。 

次の受付番号２１８号の貸し人はＫ・Ｈさん、Ｋ市在住の方です。 

 申請地は馬場字宮下１，８０１番、地目は田、地籍は５４０㎡となっています。 

 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成３１年１２月１４日までで、小作

料金は米２俵となっています。借り人は、Ｎ・Ｔさん、Ｋ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員３名、従事者３名、自作地３，８１５㎡、小作地５４０㎡

で、水稲を主体とした経営をされています。 

農業従事日数は２５０日で、農業機械の所有状況は、トラクター、トラック、

管理機、各１台となっています。 

次の受付番号２１９号の貸し人はＩ・Ｙさん、Ｆ自治会在住の方です。 

 申請地は城元字村ノ後３，４９７番、地目は畑、地籍は６６４㎡となっていま

す。 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成２８年１２月１４日までで、

小作料金は２２，０００円となっています。 

借り人は、Ｆ・Ｔさん、Ｍ町在住の方です。経営状況は、世帯員５名、従事者

１名、小作地２０，０４９㎡で、シキミを主体とした経営をされています。 

農業従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、動噴、軽トラック、管理

機各１台となっています。 

 受付番号２１０号から２１９号の担当調査員は、８番 寺田委員です。 

 以上です。 

 

議 長  ただいま、事務局から説明がありましたが、順次、担当調査員の調査報告をお

願いいたします。 

先ず、受付番号２０８号から２０９号について、４番 水流委員お願いします。 

 

４番 

水流委員 

受付番号２０８号から２０９号ついてご報告いたします。 

先ず２０８番のＮ・Ｋさんは花木の方と、あとお茶の方を生産しています。圃

場の方も綺麗にしておりますので、何ら問題は無いかと思います。 

受付番号２０９番、Ｓ・Ｍ君は、お袋さんと二人で生産牛の方を２０頭ほど飼

っています。又、圃場の方も牛舎の方も綺麗にしていますので、何ら問題は無い

かと思います。よろしくお願いいたします。 

 



議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号２１０号から２１９号までを８番 寺田委員お願いいたしま

す。 

 

８ 番 

寺田委員 

ご報告申し上げます。 

２１０番から２１５までの借り人のＴ・Ｆさんですけれども、毎月のように出

てくるＴ・Ｆさんでありまして、何ら問題は無いと思います。 

２１６，２１７の借り人のＯ・Ｍさんは、水稲と書いてありますけれども、イ

ンゲン、スナップエンドウ、それと夏に向けてはゴーヤと、手広く経営されてお

りまして、機械・道具、その他、利用権を設定するに対しまして何ら問題は無い

ものと思います。 

それと２１８号のＮ・Ｔさんですけれども、これもハウスインゲンを主体とし

て経営されておりまして、後継者が今度帰ってきまして、今、Ｔ委員のところで

研修中でございますけれども、来年から本格的にやるんだということで、何ら問

題は無いものと思います。 

２１９号のＦ・Ｔさんですけれども、シキミを中心に経営されております。こ

の件に対しては、最初は５年の契約で持って行ったんですけれども、Ｉさんの方

がちょっと畑が荒れてるということで、もう契約しませんよというようなことを

言われたんですけれども、シキミの場合にはそんな風に簡単には行かないので、

２年間は管理をちゃんとするように言いますから、２年間の契約をということで

お願いしました。それと６６４㎡に対しまして、２２，０００円はちょっと高い

んじゃ無いかという気がしたもんですから、相談しましたところ、実質は１，５

００㎡、１反５畝ぐらいありました。というのが地籍の時に隣と筆界未定になっ

ておりまして、１０年前の６６４㎡のままで書類を作ったようなところでござい

ます。Ｆ君もシキミを中心として、一生懸命行っておりまして、何ら問題は無い

ものと思います。 

終わります。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま、各調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第２６号のうち、受付番号２０８号から２１９号までを採決し

ます。 

お諮りします。 

議案第２６号のうち、受付番号２０８号から２１９号については、原案のとお



り決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２６号のうち、受付番号２０８号から２１９号につい

ては原案のとおり決定しました。 

 

議 長 次に、議案第２６号のうち、受付番号２２０号から２３５号までを議題としま

す。 

説明をお願いします。 

 

事務局 それでは、議案第２６号のうち、受付番号２２０号から２３５号までを説明い 

たします。 

 まず、受付番号２２０号の貸し人はＭ・Ｙさん、Ｋ自治会在住の方です。 

 申請地は、城元字牛道４，７４１番１、地目は畑、地籍は３，６０２㎡です。 

 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成２９年１２月１４日までで、小作

料金は７０，０００円となっています。 

 借り人は、Ｙ・Ｍさん、Ｙ自治会在住の方です。経営状況は、世帯員６名、従

事者４名、雇用が４人で２００日、自作地９０，０５１㎡、小作地３，６０２㎡

で、たばこ、甘しょを主体とした経営をされています。農業従事日数は３００日

で、農業機械の所有状況は、トラクター４台、管理機３台となっています。 

次の受付番号２２１号の貸し人はＳ・Ｓさん、Ｋ自治会在住の方です。 

 申請地は、城元字池ノ尾４，６１２番２、地目は畑、地籍は２，３１２㎡です。 

 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成３２年１２月１４日までで、小作

料金は１０アール当たり２０，０００円となっています。 

 借り人は、Ｋ・Ｔさん、Ｋ自治会在住の方です。経営状況は、世帯員３名、従

事者２名、雇用が４名で９０日、自作地３８，１５８㎡、小作地２８，６０４㎡

で、たばこ、甘しょ、大根を主体とした経営をされています。農業従事日数は３

００日で、農業機械の所有状況は、トラクター・軽トラック各４台、ＡＰ-Ⅰ３

台、２ｔトラック２台となっています。 

次の受付番号２２２号の貸し人はＤ・Ｚさん、Ｄ・Ｎ自治会在住の方です。 

 申請地は、城元字斜木４，５９７番４、地目は畑、地籍は６，６２７㎡です。 

 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成３２年１２月１４日までで、小作

料金は１０アール当たり２０，０００円となっています。 

 借り人は、受付番号２２１号と同じＫ・Ｔ木下 平さんです。 

次の受付番号２２３号の貸し人はＮ・Ｈさん、Ｋ市在住の方です。 

 申請地は、城元字三ノ迫４，７２３番１、地目は畑、地籍は２，６０１㎡です。 

 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成３２年１２月１４日までで、小作



料金は１０アール当たり２０，０００円となっています。 

 借り人は、受付番号２２１号と同じＫ・Ｔさんです。 

 次の受付番号２２４号から２２６号の貸し人はＡ・Ｔさん、Ａ市在住の方です。 

 申請地は、２２４号が馬場字笹ケ崎５，７９３番１、地目は畑、地籍は４，７

９４㎡、２２５号が馬場字笹ケ崎５，７９４番１、地目は畑、地籍は５，６５８

㎡、２２６号が馬場字笹ケ崎５，７８８番２、地目は畑、地籍は７７８㎡で、３

筆の合計が１１，２３０㎡となっています。 貸付期間は平成２６年１２月１５

日から平成３１年１２月１４日までで、小作料金は１０アール当たり２０，００

０円となっています。 

 借り人はＹ・Ａさん、Ｙ自治会在住の方です。 経営状況は、世帯員３名、従

事者２名、自作地６，０９１㎡、小作地１５，３３４㎡で、甘しょを主体とした

経営をされています。 農業従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、ト

ラクター３台、軽トラック・ダンプ各１台となっています。 

次の受付番号２２７号の貸し人はＮ・Ｔさん、Ｋ市在住の方です。 

 申請地は、馬場字笹ケ崎５，７９２番１、地目は畑、地籍は１０，７３６㎡の

内、４，０００㎡となっています。貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成

３１年１２月１４日までで、小作料金は４０，０００円となっています。 

 借り人はＳ・Ｋさん、Ｋ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員４名、従事者３名、雇用が３名で２５０日、自作地１３，

１０５㎡、小作地８７，２０５㎡で、甘しょを主体とした経営をされています。 

 農業従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、トラクター４台、ハーベ

スター３台となっています。 

 受付番号２２０号から２２７号までの担当調査員は、９番 安水委員です。 

 

次の受付番号２２８号、２２９号の貸し人はＨ・Ｋさん、Ｔ自治会在住の方で

す。申請地は、２２８号が神川字砂田１９５番３、地目は田、地籍は２６９㎡、

２２９号が神川字寺ノ下２７２番９、地目は田、地籍は５２５㎡で、２筆の合計

が７９４㎡となっています。貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成２９年

１２月１４日までで、小作料金は全部で米（籾）２１０ｋｇとなっています。 

 借り人は、Ｆ・Ｙさん、Ｋ・Ｚ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員５名、従事者２名、自作地３６，２６８㎡、小作地８，０

６５㎡で、肉用牛、馬鈴薯、水稲を主体とした経営をされています。農業従事日

数は３００日で、農業機械の所有状況は、トラクター３台、トラック２台、耕運

機・管理機・ハーベスター各１台となっています。 

次の受付番号２３０号の貸し人はＳ・Ｅさん、Ｔ自治会在住の方です。 

 申請地は、神川字砂田１９４番１、地目は田、地籍は８８９㎡となっています。 

 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成２９年１２月１４日までで、小作

料金は米（籾）２２５ｋｇとなっています。 



 借り人はＳ・Ｋさん、Ｋ・Ｚ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員７名、従事者４名、自作地２３，６３３㎡、小作地１３，

１１３㎡で、肉用牛、水稲、馬鈴薯を主体とした経営をされています。農業従事

日数は３００日で、農業機械の所有状況は、トラクター２台、管理機５台、トラ

ック・田植機・コンバイン・耕運機各１台となっています。 

次の受付番号２３１号の貸し人はＭ・Ｋさん、Ｔ自治会在住の方です。 

 申請地は、神川字諏訪ノ前３７２番、地目は田、地籍は１，１６７㎡となって

います。 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成２９年１２月１４日まで

で、小作料金は米（籾）２５０ｋｇとなっています。 

 借り人はＨ・Ｋさん、Ｔ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員１名、従事者１名、小作地２，５１１㎡で、水稲、馬鈴薯

を主体とした経営をされています。農業従事日数は３００日で、農業機械の所有

状況は、トラクター・トラック・耕運機・管理機・コンバイン各１台となってい

ます。 

受付番号２２８号から２３１号までの担当調査員は、１０番 牧原委員です。 

 

次の受付番号２３２号の貸し人はＳ・Ｒさん、Ｋ市在住の方です。 

 申請地は田代麓字前田８８６番１、地目は田、地籍は８４１㎡となっています。 

 貸付期間は、平成２６年１２月１５日から平成３１年１２月１４日までで、小

作料金は１０アール当たり４，０００円となっています。 

 借り人はＨ・Ｈさん、Ｍ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員２名、従事者２名、雇用が６名で１８０日、自作地１１，

０１８㎡、小作地３１，８６９㎡で、水稲、野菜を主体とした経営をされていま

す。農業従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、トラクター３台、運搬

機２台、コンバイン・タイヤショベル各１台となっています。 

担当調査員は、１２番 鍋委員です。 

 

次の受付番号２３３号、２３４号の貸し人はＵ・Ｔさん、Ｋ・Ｎ自治会在住の

方です。 

 申請地は、２３３号が神川字河崎２，６４３番２、地目は田、地籍は１，０８

８㎡、２３４号が神川字原田３，２２３番、地目は田、地籍は４４３㎡で、２筆

の合計が１，５３１㎡となっています。 貸付期間は平成２６年１２月１５日か

ら平成２９年１２月１４日までで、使用貸借のため小作料金は発生しません。 

 借り人はＡ・Ｈさん、Ｋ・Ｋ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員２名、従事者２名、自作地２，５６８㎡、小作地１３，９

７４㎡で、ニンジン、ソラマメ、水稲を主体とした経営をされています。 

 農業従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、軽トラック２台、トラク

ター・管理機各１台となっています。 



次の受付番号２３５号の貸し人はＫ・Ｍさん、Ｋ・Ｋ自治会在住の方です。 

 申請地は神川字北鶴２６６４番、地目は田、地籍は５４４㎡となっています。 

 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成２９年１２月１４日までで、小作

料金は７，５００円となっています。 

 借り人はＩ・Ｓさん、Ｋ・Ｋ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員２名、従事者２名、自作地６，０３２㎡、小作地５，８４

４㎡で、園芸作物、水稲を主体とした経営をされています。農業従事日数は３０

０日で、農業機械の所有状況は、管理機２台、トラクター・軽トラック各１台と

なっています。 

受付番号２３３号から２３５号までの担当調査員は、１３番 徳永委員です。 

以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、順次、担当調査員の調査報告をお

願いいたします。先ず、受付番号２２０号から２２７号までを、９番 安水委員、

お願いいたします。 

 

９番 

安水委員 

報告いたします。 

受付番号２２０番のＹ・Ｍさんは、現在、葉たばこ、甘藷、干し大根を耕作さ

れております。Ｍさんはまだまだ面積の方も増やして行こうという意欲のある方

で、頑張っておりますので何ら問題は無いと思います。 

受付番号２２１から２２３号の借り人のＫ・Ｔさんは、現在、葉たばこ、甘藷、

干し大根を主体とした耕作をされております。現在後継者の方もおりまして、先

ほども出ましたが、今でも畑の方を購入して面積も増やして行こうと考えの方で

ありまして何ら問題は無いかと思います。 

受付番号２２４号から２２６号の借り人のＹ・Ａさんは、現在お兄さんと二人

で育成牛と甘藷を耕作されております。大変生真面目な方で、畑の方も綺麗に管

理をされる方ですので、何ら問題は無いかと考えております。 

受付番号２２７号の借り人のＳ・Ｋさんは、甘藷を主体に耕作されていたんで

すが、現在では甘藷の他に深ネギ、ゴボウなども取り入れた耕作をされておりま

す。色んな物を取り入れて頑張って行こうという考えの方でありますので、何ら

問題は無いかと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議 長 ありがとうございました。次に、受付番号２２８号から２３１号までを、１０

番 牧原委員お願いいたします。 

 

１０番 

牧原委員 

報告いたします。 

２２８、２２９のＦ・Ｙさんですが、これは息子さんと一緒に牛を約４０頭ほ

ど飼っていらっしゃいます。機械も所有され、畑もいま綺麗に管理されておりま



す。何ら問題無いかと思います。これは継続です。 

Ｓ・Ｋさんですが、Ｓ・ＫさんもＳさんに小作料についてはちゃんと入ってい

ますかということで確認をとりまして、何ら問題は無いということで本人にも話

をしまして、現状どおりで良いのかということで話をして、継続ということで問

題は無いかと思います。 

Ｈ・Ｋさんですが、Ｈ・Ｋさんもまだ借りれる畑、田んぼがあったら探して下

さいということで、一生懸命取り組んでいらっしゃいます。継続です。問題無い

と思います。よろしくお願いします。 

 

議 長  ありがとうございました。 

 次に、受付番号２３２号についてを、１２番 鍋委員お願いいたします。 

 

１２番 

鍋 委員 

２３２号について説明いたします。 

先ず場所についてですが、大根占から上がってきて役場の田代支所を通り過

ぎ、少し行きますと警察の田代駐在所があります。ここに大原方面と橋ノ口集落

へとの二股になった道路となっとるんですが、集落方向、山手の方へ曲がりまし

て、５００ｍほど入り込んだ所であります。この水田は前作者はＳ・Ｋさんでし

たが、話を伺ったところやや湿田気味で、甘藷の作付には不向きということであ

りました。そこで別の耕作者を探していたところ、ここの団地の中で手広く飼料

用米栽培をされているＨさんへ相談したところ、あっせんが成立したというとこ

ろです。Ｈさんは錦江町が定める各要件におきましても、従事日数、意欲・能力

は問題なく、農地の利用状況については、８月の耕作放棄地調査の折りに会いま

して、その際、管理する圃場等の下払い等もされる姿を見ておりますので、特に

問題は無いのではないかというふうに判断しました。よろしくお願いします。 

 

議 長 ありがとうございました。次に、受付番号２３３号から２３５号までを、１３

番 徳永委員お願いいたします。 

 

１３番 

徳永委員 

報告します。 

２３３，２３４のＡ・Ｈさん、これ先月も上げましたけれども、継続の契約内

容です。本人もあちこち手広く借りて作業しておりますが、奥さんと二人で手際

よく作業しておりますので、問題は無いかと思います。 

２３５号、Ｉ・Ｓさんですが、これもご夫婦で作業をされております。自分の

ところは畑、田んぼをここの１枚ということで大事に管理をされておりますの

で、問題ないと思います。よろしくお願いします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま、各調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 



委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第２６号のうち、受付番号２２０号から２３５号までを採決し

ます。 

お諮りします。 

議案第２６号のうち、受付番号２２０号から２３５号については、原案のとお

り決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２６号のうち、受付番号２２０号から２３５号につい

ては、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 次に、議案第２６号のうち、受付番号２３６号から２５６号までを議題としま

す。 

説明をお願いします。 

 

事務局 それでは、受付番号２３６号から２５６号までを説明いたします。 

 まず、受付番号２３６号の貸し人はＭ・Ｙさん、Ｎ自治会在住の方です。 

 申請地は、城元字平田１，１８１番１、地目は田、地籍は９７５㎡です。 

 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成３１年１２月１４日までで、小作

料金は４０，０００円となっています。 

 借り人はＭ・Ｔさん、Ｒ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員７名、従事者３名、雇用が６人で７０日、自作地１９，０

０２㎡、小作地１３，０１２㎡で、野菜を主体とした経営をされています。 

 農業従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、トラクター２台、軽トラ

ック・２ｔダンプ各１台となっています。 

次の受付番号２３７号の貸し人はＯ・Ｓさん、Ｋ園在住の方です。 

 申請地は、城元字森山１，３４２番１、地目は田、地籍は４１４㎡です。 

 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成２９年１２月１４日までで、小作

料金は米（籾）６０ｋｇとなっています。 

 借り人は、受付番号２３６号と同じＭ・Ｔさんです。  

 次の受付番号２３８号、２３９号の貸し人はＹ・Ｍさん、Ｋ市在住の方です。 

 申請地は、２３８号が城元字宮下１，４８１番１、地目は田、地籍は７６０㎡、

２３９号が城元字宮下１，４８２番１、地目は田、地籍は１，６５５㎡で、２筆

の合計が２，４１５㎡となっています。 



 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成３１年１２月１４日までで、小作

料金は７２，０００円となっています。 

 借り人はＦ・Ｈさん、Ｋ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員４名、従事者４名、自作地６，５０７㎡、小作地２，４１

５㎡で、茶、インゲン、馬鈴薯を主体とした経営をされています。 

 農業従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、トラクター・トラック・

耕運機・田植機・バインダー各１台、テーラー４台となっています。 

次の受付番号２４０号の貸し人はＯ・Ｈさん、Ａ県在住の方です。 

 申請地は、城元字坪内６８８番１、地目は田、地籍は８３６㎡となっています。 

 貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成２９年１２月１４日までで、小作

料金は２０，０００円となっています。 

 借り人はＫ・Ｍさん、Ｒ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員４名、従事者３名、雇用が４名で１５０日、自作地５，８

５８㎡、小作地２，２４８㎡で、水稲、馬鈴薯、ミニトマトを主体とした経営を

されています。農業従事日数は２８０日で、農業機械の所有状況は、トラック・

トラクター・管理機・軽ワゴン各１台となっています。 

次の受付番号２４１号の貸し人はＺ・Ｋさん、Ｒ自治会在住の方です。 

 申請地は、神川字遠目塚１，２９７番１、地目は畑、地籍は６，８０４㎡とな

っています。貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成３６年１２月１４日ま

でで、小作料金は１０アール当たり１０，０００円となっています。 

 借り人は有限会社Ｚ製茶さん、Ｒ自治会に拠点を置く法人です。 

 経営状況は、構成員３名で、自作地３９，６９６、小作地１４６，８７５㎡で、

茶を主体とした経営をされています。農業機械の所有状況は、軽トラック５台、

２ｔトラック４台、乗用摘採機３台、乗用防除機４台、乗用中刈機・小型ショベ

ル各２台となっています。 

次の受付番号２４２号から２４５号の貸し人はＺ・Ｔさん、Ｒ自治会在住の方

です。申請地は、２４２号が城元字間門前１，１９４番３、地目は田、地籍は７

５４㎡、２４３号が城元字押切１，４４６番１、地目は田、地籍は１，５７４㎡、

２４４号が城元字鷲ケ尾２，９８２番３、地目は畑、地籍は２，９６４㎡、２４

５号が城元字坂ノ下２，６１０番、地目は畑、地籍は１，０６６㎡で、４筆の合

計が６，３５８㎡となっています。貸付期間は平成２６年１２月１５日から平成

３６年１２月１４日までで、小作料金は１０アール当たり１０，０００円となっ

ています。 

 借り人は、受付番号２４１号と同じ有限会社Ｚ製茶さんです。 

次の受付番号２４６号の貸し人はＩ・Ｍさん、Ｎ自治会在住の方です。 

 申請地は、城元字平野７３２番６、地目は田、地籍は１，４５５㎡となってい

ます。貸付期間は、平成２６年１２月１５日から平成３１年１２月１４日までで、

小作料金は３０，０００円となっています。 



 借り人は、Ｋ・Ｔさん、Ｎ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員３名、従事者１名で、自作地１，４８５㎡、小作地１，４

５５㎡で、水稲、馬鈴薯を主体とした経営をされています。農業機械の所有状況

は、トラクター・トラック・管理機・動噴各１台となっています。 

次の受付番号２４７号から２５０号の貸し人はＭ・Ｉさん、Ｋ自治会在住の方

です。 申請地は、２４７号が城元字鷲ケ迫２，７１５番１、地目は畑、地籍は

２，２０１㎡、２４８号が城元字鷲ケ迫２，７０７番１、地目は畑、地籍は９，

７６３㎡、２４９号が城元字坂ノ上２，５９２番１、地目は畑、地籍は２，１２

４㎡、２５０号が城元字坂ノ上２，５９２番２、地目は畑、地籍は６２４㎡で、

４筆の合計が１４，７１２㎡となっています。 貸付期間は、平成２６年１２月

１５日から平成３１年１２月１４日までで、小作料金は全部で３００，０００円

となっています。 

 借り人は、Ｓ・Ｉさん、Ｈ・Ｏ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員４名、従事者４名で、自作地１０，２６５㎡、小作地２５，

６０２㎡で、茶を主体とした経営をされています。農業機械の所有状況は、トラ

ック４台、摘採機３台、防除機・トラクター・コンバイン各１台となっています。 

 受付番号２３６号から２５０号までの担当調査員は、１７番 鳥越委員です。 

 

次の受付番号号から２５１号の貸し人はＴ・Ｋさん、Ｓ自治会在住の方です。 

 申請地は、神川字川路中迫１，６５８番、地目は畑、地籍は２，７７３㎡とな

っています。貸付期間は、平成２６年１２月１日から平成２９年１２月１４日ま

でで、小作料金は３６，０００円となっています。 

 借り人は、Ｔ・Ｙさん、Ｂ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員５名、従事者４名で、自作地１０６，０８９㎡で、茶を主

体とした経営をされています。農業機械の所有状況は、トラック４台、トラクタ

ー・摘採機各１台となっています。 

次の受付番号号から２５２号の貸し人はＴ・Ｔさん、Ｍ町在住の方です。 

 申請地は、神川字平内１，４６８番１、地目は畑、地籍は３，１９１㎡となっ

ています。 貸付期間は、平成２６年１２月１日から平成２９年１２月１４日ま

でで、小作料金は４６，０００円となっています。 

 借り人は、受付番号２５１号と同じ、Ｔ・Ｙさんです。 

次の受付番号号から２５３号から２５６号の貸し人はＴ・Ｔさん、Ｓ自治会在

住の方です。 

 申請地は、２５３号が神川字川路中迫１，６４５番１、地目は畑、地籍は１，

７０３㎡、２５４号が神川字川路中迫１，６５９番１、地目は畑、地籍は４，４

３６㎡、２５５号が神川字八太郎落１，７１８番、地目は畑、地籍は６，０８３

㎡、２５６号が城元字六反田宇都２，２１７番１、地目は畑、地籍は１，２６０

㎡で、４筆の合計が１３，４８２㎡となっています。 



 貸付期間は、平成２６年１２月１日から平成２９年１２月１４日までで、小作

料金は、２５３号が２６，０００円、２５４号が６０，０００円、２５５号が９

０，０００円、２５６号が２０，０００円となっています。 

 借り人は、受付番号２５１号と同じ、Ｔ・Ｙさんです。 

 受付番号２５１号から２５６号までの担当調査員は、２０番 本釜委員です。 

 以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、順次、担当調査員の調査報告をお

願いいたします。 

先ず、受付番号２３６号から２５０号までを、１７番 鳥越委員、お願いいた

します。 

 

１７番 

鳥越委員 

２３６番、２３７番の借り人のＭ・Ｔさんは、ブロッコリー、インゲン、ネギ、

多彩な野菜を作っていらっしゃる方で、まだまだ規模拡大をしたいという本人の

気持ちは多く、まだ年も若く、何ら問題は無いかと思います。 

続きまして２３８番、２３９番のＦ・Ｈさんですけれども、この人もお茶を主

体に、インゲン、馬鈴薯、手広くやっておられて、何ら問題は無いと思います。 

２４０番のＫ・Ｍさんですけれども、この人もミニトマトを中心に農業をされ

ている方で、この田んぼはもう２０年、３０年くらい借りて作っていらっしゃる

方で、圃場もすごく綺麗にされている方で、何ら問題は無いと思います。 

２４１番から２４５番まで、これは家族の物を会社の方に貸してという形にな

ります。何ら問題は無いと思います。 

Ｋ・Ｔさんですけれども、Ｉ・Ｍさんがどうしても作ってくれということで、

お願いをされて作っていますということで、まだまだジャガイモを作りたいとい

う意欲のある方で、何ら問題は無いと思います。 

続いて、Ｓ・Ｉさんですけれども、この人も継続で、お茶を手広くやっている

方で何ら問題は無いと思います。以上です。よろしくお願いします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号２５１号から２５６号までを、２０番 本釜委員お願いいたし

ます。 

 

２０番 

本釜委員 

報告いたします。２５１番から２５６番までを報告いたします。Ｔ・Ｋさん、

Ｔさんは、Ｔ・Ｔさんの息子さん達なんですけれども、本人の所有の茶園なんで

すが、Ｔさんは高齢のため出来ないということで、息子さん達は仕事を持ってお

られるので出来ないということで、借り人のＴさんが田代の方で茶恋人という茶

工場の組合長さんをなさっており、お茶を良く知っておられる方で、良く勉強さ

れている方で、何の問題も無いと思いますので、審議のほどよろしくお願いしま



す。 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま、各調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

５ 番 

平原委員 

このＴ・Ｔさん、Ｋさんは、Ｔさんの農業者年金関係で移譲したんじゃないの

け。 

 

事務局 Ｔさんに移譲してます。移譲はされてるんですけれども、結局もう１０年以上

経っていますので、更新されていますので、貸し付けることには何ら問題は無い

です。 

 

５ 番 

平原委員 

この前で出ちょらんかったけ。 

事務局 この前一応されたんですけれども、お茶の部分だけだから一応利用権でされな

いということで。園芸はＴさんがされます。 

 

５ 番 

平原委員 

Ｔさんの農業者年金には問題はねけ。 

 

事務局 １０年を過ぎているので。１０年未満だといけないんですけれども。更新はし

たわけですから前回。１０年経って。 

 

５ 番 

平原委員 

前からだったけ。 

事務局 １０年を過ぎているので、 

５ 番 

平原委員 

最近だったがと思って。 

事務局 貸し付ける分には。それは更新でしたから。新規で結んだ訳じゃなくて、１０

年経って更新したのが昨年だったので。 

 

５ 番 

平原委員 

了解。 

１９番 

鈴 委員 

更新なら良かちゅうこっじゃな。 

 

事務局 １０年を経過していれば、本人に戻すのでなければですね。一応利用権で第３

者に貸し付けるのは。 

 

議 長 他にありませんか。 

 



委 員 （委員の中から「なし」の声） 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第２６号のうち、受付番号２３６号から２５６号までを採決し

ます。 

お諮りします。 

議案第２６号のうち、受付番号２３６号から２５６号については、原案のとお

り決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２６号のうち、受付番号２３６号から２５６号につい

ては、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 ここでしばらく休憩を取りたいと思います。 

議 長 休憩前に引き続いて議事を再開いたします。 

 

議 長 ここで、Ｔ委員の退席を求めます。 

（Ｔ委員退席） 

 

議 長 

 

次に、議案第２６号のうち、受付番号２５７号から２６５号についてを議題と

します。 

事務局の説明をお願いします。 

 



事務局 それでは、議案第２６号のうち、受付番号２５７号から２６５号までを説明い 

たします。まず、受付番号２５７号から２６２号の貸し人はＩ・Ｍさん、Ｓ自治

会在住の方です。 

 申請地は、２５７号が田代麓字新田５，０８５番１、地目は田、地籍は４０１

㎡、２５８号が田代麓字井手駄床５，０７０番７、地目は田、地籍は１，３３６

㎡、２５９号が田代麓字高田山５，０９３番１、地目は田、地籍は２２１㎡、２

６０号が田代麓字高田山５，０９３番７、地目は田、地籍は１９８㎡、２６１号

が田代麓字高田山５，０９３番８、地目は田、地籍は６５㎡、２６２号が田代麓

字高田山５，０９３番１３、地目は田、地籍は４７１㎡で、６筆の合計が２，６

９２㎡となっています。 貸付期間は、平成２６年１２月１日から平成２９年１

２月１４日までで、小作料金は１０アール当たり３，０００円となっています。 

 借り人は、Ｔ・Ｔさん、Ｔ自治会在住の方です。 

 経営状況は、世帯員７名、従事者４名、自作地６４，０４４㎡、小作地７０， 

３７１㎡で、茶、野菜を主体とした経営をされています。 農業従事日数は２８

０日で、農業機械の所有状況は、トラック５台、茶摘採機２台、防除機・中刈機・

トラクター各１台となっています。 

次の受付番号２６３号から２６５号の貸し人はＵ・Ｔさん、Ｓ自治会在住の方

です。 

 申請地は、２６３号が田代麓字井手駄床５，０７０番４、地目は田、地籍は１，

２５９㎡、２６４号が田代麓字井手駄床５，０７０番１０、地目は田、地籍は４

９５㎡、２６５号が田代麓字井手駄床５，０７０番１１、地目は田、地籍は４９

５㎡で、３筆の合計が２，２４９㎡となっています。 貸付期間は、平成２６年

１２月１日から平成２９年１２月１４日までで、小作料金は１０アール当たり

３，０００円となっています。 

 借り人は、受付番号２５７号からと同じＴ・Ｔさんです。 

 受付番号２５７号から２６５号までの担当調査員は、２番 基委員です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告をお願いい

たします。 

受付番号２５７号から２６５号までを、２番 基委員、お願いいたします 

 

２番 

基 委員 

場所から説明いたします。国道４４８、新田集落を新田グランドの周辺５００

ｍぐらいの間にございます。地番が高田山、井手駄床、新田となっておりますけ

れども、周辺にあるところで、昔開いた小さな棚田といいますか、そういうとこ

ろでございます。前者の方は小作というよりも米一本でしておられた方が今回辞

められるということで、Ｔさんが借り受けをすることになりました。お茶も主体

的にやっておられますけれども、子供も帰って来て、それで４人で今度野菜を頑

張ってみようかということで、茶の副業であちこち借りて頑張るというふうにお



っしゃっておられました。以上です。何ら問題は無いと思います。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま、担当調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第２６号のうち、受付番号２５７号から２６５号までを採決し

ます。 

お諮りします。 

議案第２６号のうち、受付番号２５７号から２６５号については、原案のとお

り決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２６号のうち、受付番号２５７号から２６５号につい

ては、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 ここで、Ｔ委員の入室を求めます。続きましてＴ委員の退席を求めます。 

（Ｔ委員入室、Ｔ委員退出） 

 

議 長 次に、議案第２６号のうち、受付番号２６６号から２６８号についてを議題と

します。 

事務局の説明をお願いします。 

事務局 それでは、議案第２６号のうち、受付番号２６６号から２６８号までを説明い 

たします。 

 まず、受付番号２６６号の貸し人はＴ・Ｈさん、Ａ県在住の方です。 

 申請地は、馬場字木原ノ上１，９７５番５、地目は田、地籍は４９６㎡となっ

ています。 貸付期間は、平成２６年１２月１５日から平成２９年１２月１４日

までで、小作料金は１５，０００円となっています。 

 借り人は、Ｔ・Ｉさん、Ｋ自治会在住の方です。 

経営状況は、世帯員３名、従事者２名、雇用が３名で１５０日、自作地１０、 

２２２㎡、小作地２，４１８㎡で、花きを主体とした経営をされています。 

 農業従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、管理機・動噴各２台、ト

ラクター・トラック・耕運機、各１台となっています。 

 



次の受付番号２６７号の貸し人はＴ・Ｍさん、Ａ県在住の方です。 

 申請地は、馬場字木原ノ上１，９７５番２、地目は田、地籍は４９６㎡となっ

ています。 貸付期間は、平成２６年１２月１５日から平成２９年１２月１４日

までで、小作料金は１５，０００円となっています。 

 借り人は、受付番号２６６号と同じＴ・Ｉさんです。 

次の受付番号２６８号の貸し人はＹ・Ｈさん、Ｋ自治会在住の方です。 

 申請地は、馬場字田ノ神後１，６９６番、地目は田、地籍は１，４２６㎡とな

っています。 貸付期間は、平成２６年１２月１５日から平成２９年１２月１４

日までで、小作料金は米（籾）２５ｋｇ１４俵となっています。 

 借り人は、受付番号２６６号と同じＴ・Ｉさんです。 

 受付番号２６６号から２６８号までの担当調査員は、５番 平原委員です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告をお願いい

たします。 

受付番号２６６号から２６８号までを、５番 平原委員、お願いいたします 

 

５番 

平原委員 

報告いたします。２６６号と２６７号は１枚の田んぼで、２人で半分ずつ分け

てある田んぼです。Ｔ・Ｉさんはご承知のとおりＮ委員でもありますし、問題は

無いと思います。この２６９号は道路を挟んで向かい合わせの田んぼで、ハウス

を建てて花の栽培をしているところです。何ら問題は無いと思います。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま、担当調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第２６号のうち、受付番号２６６号から２６８号までを採決し

ます。 

お諮りします。 

議案第２６号のうち、受付番号２６６号から２６８号については、原案のとお

り決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２６号のうち、受付番号２６６号から２６８号につい

ては、原案のとおり決定しました。 



議 長 ここで、Ｔ委員の入室を求めます。 

（Ｔ委員入室） 

議 長 次に、議案第２６号のうち、受付番号２６９号から２７１号についてを議題と

します。 

事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 それでは、議案第２６号のうち、受付番号２６９号から２７１号までを説明い 

たします。 

 受付番号２６９号から２７１号までの貸し人はＡ・Ｔさん、Ｔ県在住の方です。 

申請地は、２６９号が馬場字宝付３，６０５番１、地目は畑、地籍は１，８８３

㎡、２７０号が馬場字宝付３，６１４番１、地目は畑、地籍は１，７４３㎡、２

７１号が馬場字宝付３，６１６番１、地目は畑、地籍は１，３４４㎡で、３筆の

合計が４，９７０㎡となっています。貸付期間は、平成２６年１２月１日から平

成３６年１２月１４日までで、小作料金は、２６９号が１１，３６７円、２７０

号が１０，５２１円、２７１号が８，１１２円となっています。 

借り人は、公益財団法人鹿児島県地域振興公社となっています。 

この案件については、Ａ・Ｔさんが相続された農地について農地中間管理事業

を利用したいということで、今回、県地域振興公社が中間管理権を取得しようと

するものでございます。中間管理事業としては、本町では初めての案件だという

ふうに思ってます。今後ですけれども、借り受けの予定がＹ・Ｓさんが借りられ

る予定です。 

以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

６ 番 

東郷委員 

一つ良いですか。今までは直接していたのが、１回ずつ多くなるのけ。ここに

書類に載ってくるのが。貸し手から中間管理機構にといったのが、今度は管理機

構からまた借り手にというのが、ここにもう１回出て来るのけ。 

 

事務局 今度は管理機構から借りる時は、今度は県の方でしますので、県が告示をした

段階で、そこの賃借の方はそこで確定するということになります。そして結果を

農業委員会の方に県の方が報告するという形になりますので、ここで審議をする

のは、貸出者と管理機構との、そこだけですね。 

 

６ 番 

東郷委員 

管理機構を通す物件については、借り手の分については、ここには出てこない

ということですか。 

 

事務局 出てこないです。 



１３番 

徳永委員 

この単価がですね大体６千円前後ですかね。１反当り。小作料金です。これが

今後の相場になるのかというのが１点。それから近辺の方の小作料金、馬場宝付、

これとの比較はどうなのかなというのと２つ。 

 

事務局 ここはＹ・Ｓさんの農地しかないです。借りている農地だけです。周りは山で

す。中間管理機構が借り受ける時は、近傍の大体の相場というのがありますよね、

それを比較してすると。ですから他のところが大体これくらいですよということ

で話をして。 

 

１９番 

鈴 委員 

同じ質問なんですけれども。この小作料金の、例えば６千円、５千円、これの

決め方というのは誰が。 

 

事務局 

 

結局、今まで基盤法で利用権を結ぶ時も、それぞれ貸し手と借り手の方で相対

で決めている訳ですよね。ある程度周りの相場というのに合わせて。同じです。

借りていらっしゃる方が幾らでということを言えば、多分その金額になると思い

ます。 

事務をしているのは現在産業振興課の方でしていますけれども、大体この辺り

は幾らですかという形になりますので、そこ辺りだったら大体この程度ですよ

と。今度は貸し出しの方に反当６千円なら６千円で良いでしょうかという話をし

て良いですよということになれば、反当６千円の㎡数を掛けて、それではこのく

らいということになります。実質借受者ももう決まっている今の段階では、今の

進め方では決まっているので、大体このくらいでしますよという話はお互いにし

ているということです。本来ならば借り受けは公募をするというのが建前なんで

すけれども、今のところは決まっているところしか借りませんので、お互いに金

額については、そういう調整を済ました中で上げるという形です。 

 

１２番 

鍋 委員 

毎年小作料金なんかの設定をするときに、１年のを平均して上げてあるのを貰

ったりしますよ。ああいうのは何かある程度参考になりますか。 

 

事務局 そうですね。あれが参考になります。出しての方がどうしてもそれじゃ出さな

いというケースもあったり、借り手がそれでは借りませんというケースもあると

思いますが、そのあたりの調整は担当の方でするということです。 

 

１９番 

鈴 委員 

結局、農業委員会でやりおった利用権と同じようなことを、産業振興課がやる

ということですか。 

 

事務局 そうです。 



１０番 

牧原委員 

ただですよ。あれは１０年契約だったよ。中間管理機構はね。そうした時に、

この前出たんだけれども、３年間は手数料はとりませんよと、たけど３年後は手

数料を取るかもわかりませんよという話も出ましたよ。そうした時に、これにプ

ラス手数料という形でしょう。 

 

事務局 当分の間は、国の補助があるので手数料は取りませんと。それでそれが無くな

った段階では手数料を３％頂きますということになりますから、当然、借りてい

る人は３％を上乗せして機構の方に支払うということになります。 

 

５番 

平原委員 

このＡさん本人とＹ・Ｓも話をしたみたいです。で、その中間管理機構も納得

した訳。 

 

事務局 もうお互いが、借地料についてはもうお互いで、どっちも納得すればですね。 

 

１８番 

樋渡委員 

この場合、面積要件というのがあるのけ。 

事務局 面積要件は無いです。 

集積とかそういったものは面積要件はありますけれども、この方は相続した土

地ですよね。経営転換のケースですので。Ｙさんの方が集積するからお金を貰う

訳じゃなくて、Ａさんがお金を貰われるので、これはもう自分は農業をしないか

ら全部中間管理機構に出しますという部分ですので、だから面積要件はここの部

分では入ってこない。ただ機構に預けた面積でＡさんが貰うお金が変わってくる

ということですね。 

 

１０番 

牧原委員 

これはもう単に報告でしょう。審議事項ではないんじゃないですけ。。 

事務局 一応基盤法の中でやってますけれども、基盤法の中で農業委員会の議決を経た

のちにというのがあるんです。 

 

１０番 

牧原委員 

じゃ農業員会が、こんな中途半端な数字を出してと、何人かが否決をした場合

にはどうなるんですか。だから逆に言えば、本当にこれを審議する必要があるの

か、ないのかということです。 

 

事務局 議決と報告は違うので。議決をしなさいとなっているんです。だから議案とし

て出して、農業委員会が良いですよという。 

今度これを受けて町の方で広告しなければならないんです。報告となったら公

告に載らない訳です。意味が違うんです。答申を受けて町が公告をして、初めて

この利用権が成立するんです。そしてその後に公告者に対しての貸し付けを、県



の方が公告して、それが農業委員会の方に通知が来て、初めて耕作者の利用権が

発生するということになりますので。 

 

５番 

平原委員 

それはもうこっちじゃね訳やろ。 

事務局 はい。だから報告ではちょっとまずいということです。 

 

議 長 別に質疑はありませんか。 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第２６号のうち、受付番号２６９号から２７１号までを採決し

ます。 

お諮りします。 

議案第２６号のうち、受付番号２６９号から２７１号については、原案のとお

り決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２６号のうち、受付番号２６９号から２７１号につい

ては、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 次に、議案第２６号のうち、受付番号２７２号を議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 それでは、議案第２６号のうち、受付番号２７２号について説明いたします。 

 まず、受付番号２７２号の貸し人はＭ・Ｈさん、Ｋ自治会在住の方です。 

 申請地は、馬場字木場２５８番、地目は畑、地籍は６００㎡となっています。 

 貸付期間は、平成２６年１２月１５日から平成２９年１２月１４日までで、小

作料金は１０，０００円となっています。 

 借り人は、Ａ・Ａさん、Ｏ・Ｋ自治会在住の方です。 

経営状況は、世帯員３名、従事者３名、雇用が３名で３５０日、自作地２７， 

７０６㎡、小作地１２，１９６㎡で、茶、水稲を主体とした経営をされています。 

 農業従事日数は２５０日で、農業機械の所有状況は、トッラク３台、管理機２

台、茶摘採機・茶防除機・トラクター・耕運機各１台となっています。 

 受付番号２７２号の担当調査員は、５番 平原委員です。 

以上です。 



議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告をお願いい

たします。 

受付番号２７２号について、５番 平原委員、お願いいたします 

 

５番 

平原委員 

 報告します。Ａ・Ａさんは７４歳ではありますが元気で、親子で茶を中心にや

っておられます。畑も綺麗に野菜等を植えて、何ら問題は無いかと思います。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま、担当調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第２６号のうち、受付番号２７２号を採決します。 

お諮りします。 

議案第２６号のうち、受付番号２７２号については、原案のとおり決定するこ

とにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２６号のうち、受付番号２７２号については、原案の

とおり決定しました。 

 

議 長 以上で、平成２６年１１月錦江町農業委員会定例総会の附議事項の協議を終了

いたします。 

 

 

錦江町農業委員会会議規則第２３条第２号の規定により署名する。 

  

会 長 

  

                          １０番 

 

                          １１番 

 

議事録調整者 窪 和人 


